「フェルメール」光の王国展　池袋に登場！
　誰も見たことのないフェルメール作品だけの展覧会が池袋で開催されている。
　これは、「マウリッツハイス美術館展」が上野の「東京都美術館」で開催（12.06.30～09.17）される機会に、オランダの巨匠「フェルメール」の全「37点」を最新の印刷技術により原寸大で鮮やかに再現した「リ・クリエイト作品」で、池袋西武店別館２階・西武ギャラリーでの開催（12.06.26～07.16）である。
　展示作品は単なる実物を複製したものではなく、「フェルメール・センター・デルフト」より提供を受けて、約350年前の当時の色彩を推測して画像素材を特殊技術によって“デジタル・マスタリング”して美しく制作したものである。

　作品は、画伯が描いた当時の色調と特有の色合いを所蔵美術館と同じ額装を施して一堂に展示されており、巨匠のたどった軌跡を追うことができるように工夫されている。さらに、彼の画業を知る豊富な資料もわかりやすく展示され、当時の「画家のアトリエ」も原寸大で再現されており、記念撮影も可能である。
「フェルメール」（1632～1675）の作品は、極端に色の数が少なく画面で目を引くのは「青」と「黄」で、特に「青」にこだわりがあるのは古代から珍重された宝石「ラピスラズリ」を粉末にした高価な絵具を使っているためである。

　「フェルメールの謎の少女　来日！」とマスコミで報道されている実物の絵画が公開される前に、予備知識として鑑賞するには格好で、精巧な「リ・クリエイト」で見ることだけでも、また新たな美術体験ができるものと思われる。

　最近、出版業界はさまざまな視点で分析した「フェルメール」を主題とした書籍や雑誌を数多く出版しており、さらに、テレビも特集番組を放映するなどちょっとした「フェルメール・ブーム」が到来しているようである。

　さて、展覧会を見てから読むか、それとも読んでから鑑賞するのがよいのか。

　尚、この企画は「フェルメール・センター銀座」でも開催（７月22日まで）されている。

東京支部　　岩田　博俊
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